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２ 月 度
生涯研修

金
属
等
の
修
復
よ
り
切
削
量
減

最
新
の
接
着
材
料
に
よ
る
治
療
解
説

な
が
る
」
と
説
明
。
透
明
象

牙
質
に
つ
い
て
、「
厳
密
な

意
味
で
は
感
染
を
起
こ
し
て

い
る
が
、
こ
の
感
染
は
そ
れ

ほ
ど
気
に
す
る
必
要
は
な

い
」
と
し
、「
ミ
ネ
ラ
ル
成

分
が
象
牙
細
管
内
に
存
在
す

る
た
め
接
着
材
料
の
硬
化
時

に
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
る

一
因
と
な
っ
て
お
り
、
接
着

力
が
期
待
で
き
な
い
金
属
等

　

臨
床
学
術
部
は
２
月
17

日
、「
修
復
治
療
の
最
前

線
」
を
テ
ー
マ
に
田
上
順
次

氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
教

授
）
を
招
い
て
生
涯
研
修
講

座
を
開
催
し
、
１
２
０
人
が

参
加
し
た
。

　

田
上
氏
は
、「
感
染
象
牙

質
で
み
ら
れ
る
透
明
象
牙
質

の
基
本
的
な
構
造
を
知
る
こ

と
が
臨
床
で
無
痛
治
療
に
つ

の
修
復
よ
り
も
歯
牙
の
切
削

量
が
少
な
く
な
り
、
結
果
的

に
修
復
後
の
歯
髄
炎
な
ど
の

不
良
予
後
の
防
止
が
期
待
で

き
る
」
と
解
説
し
た
。

　

田
上
氏
は
、
接
着
材
料
に

つ
い
て
、
30
年
間
の
変
遷
、

Ｃ
Ｒ
修
復
時
に
必
ず
起
こ
る

収
縮
応
力
に
よ
る
悪
影
響
と

そ
の
回
避
方
法
を
。
後
半
は

２
級
充
填
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

ベ
ニ
ヤ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
Ｂ
ｒ

と
接
着
治
療
の
広
範
囲
な
臨

床
応
用
例
を
丁
寧
に
解
説
し

た
。

 

（
港
区
・
平
尾
清
司
）

で
注
意
す
べ
き
点
を
学
ん

だ
。

　

下
永
田
氏
は
、
高
血
圧
症

の
基
本
分
類
を
説
明
。「
Ⅲ

度
高
血
圧
症
（
１
８
０
／
１

１
０mmHg
）
は
、
脳
卒
中

に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

状
態
。
治
療
の
際
は
特
に
気

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
「
病

気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治

療
」
第
２
回
を
２
月
９
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

下
永
田
剛
氏
（
医
師
・
西
宮

市
開
業
）
を
講
師
に
会
員
ら

61
人
が
循
環
器
疾
患
に
お
け

る
病
気
の
特
徴
や
歯
科
治
療

を
付
け
る
べ
き
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

　

ま
た
、
心
筋
梗
塞
と
狭
心

症
の
見
分
け
方
と
特
徴
に
つ

い
て
下
永
田
氏
は
、「
心
筋

梗
塞
で
は
強
い
痛
み
が
数
時

間
続
き
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ

ン
は
効
か
ず
、
冷
や
汗
が
出

る
」
と
紹
介
。「
狭
心
症
は

５
〜
15
分
以
内
で
収
ま
り
、

安
静
に
す
る
と
良
く
な
る
。

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
が
有
効

で
、
労
作
時
に
出
現
す
る
こ

と
が
あ
る
」
と
解
説
し
た
。

緊
急
時
に
つ
い
て
は
、「
ア

ダ
ラ
ー
ト
を
舌
下
投
与
し
た

場
合
は
20
秒
程
度
で
奏
功
す

る
。
過
度
の
血
圧
低
下
が
み

ら
れ
た
と
き
は
、
下
肢
を
上

部
に
上
げ
る
シ
ョ
ッ
ク
体
位

を
取
る
と
効
果
が
あ
る
」
と

説
明
し
た
。

　

最
終
回
は
３
月
23
日
、

「
膠
原
病
患
者
の
口
腔
病

変
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す

る
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

修復材料の特徴や性質等を詳しく
解説する田上氏＝２月17日、Ｍ＆
Ｄホール

第
２
回　

循
環
器
疾
患
の
特
徴
を
学
ぶ

病
気
を
持
っ
た

患
者
の
歯
科
治
療

シ
リ
ー
ズ
講
習
会

卒業生に伝えよう咀 ⑨嚼玩味

天 野 敦 雄

大阪大学歯学研究科長・
歯学部長　予防歯科学・
教授　　　　　　　　　

　

今
年
も
ま
た
卒
業
式
の
季
節
が

や
っ
て
来
る
。
学
部
長
、
歯
学
研

究
科
長
で
あ
る
私
は
、
学
部
、
大

学
院
、
附
属
技
工
士
学
校
の
３
つ

の
卒
業
式
で
挨
拶
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
お
ま
け
に
謝
恩
会

で
の
挨
拶
も
あ
る
。
挨
拶
は
得
意

で
は
な
い
が
、
特
に
嫌
で
も
な

い
。
な
ぜ
な
ら
卒
業
生
の
人
生
に

思
い
を
馳
せ
た
話
が
お
決
ま
り
だ

し
、
誰
も
真
剣
に
聞
い
て
い
な
い

か
ら
気
楽
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
今
年
は
ち
ょ
っ
と
違

う
。
卒
業
生
の
ク
ラ
ス
担
任
は
私

だ
。
思
え
ば
担
任
と
し
て
よ
く
働

い
た
。
と
言
っ
て
も
、
担
任
の
仕

事
は
シ
ン
プ
ル
だ
。
不
始
末
の
尻

ぬ
ぐ
い
と
不
勉
強
な
学
生
の
指
導

で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
走
馬
燈
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
る
。
年
の
せ
い
で
涙
腺
は
緩

い
。
挨
拶
の
最
中
に
涙
が
出
た
ら

ど
う
し
よ
う
。
つ
い
で
に
鼻
水
ま

で
出
た
ら
え
ら
く
か
っ
こ
わ
る
い

ぞ
、
と
今
か
ら
心
配
で
あ
る
。

　

学
生
た
ち
は
卒
後
の
進
路
を
迷

う
。
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
な
る

か
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

か
の
分
か
れ
道
で
あ
る
。
進
路
選

び
に
は
各
学
年
毎
に
ち
ょ
っ
と
し

た
は
や
り
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
の
自

信
家
が
発
し
た
根
拠
の
薄
い
情
報

が
は
や
り
の
源
で
あ
る
確
率
は
高

い
。
今
年
の
は
や
り
は
市
中
病
院

の
口
腔
外
科
だ
っ
た
。
口
腔
外
科

が
上
手
く
な
る
し
一
般
診
療
も
で

き
る
か
ら
、
と
言
う
の
が
理
由
ら

し
い
。

　

担
任
と
し
て
進
路
相
談
を
受
け

た
。
し
か
し
、
今
だ
か
ら
告
白
す

る
。
私
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る

の
は
犬
に
道
を
尋
ね
る
よ
う
な
も

の
だ
。
何
し
ろ
私
は
「
削
る
・
詰

め
る
」
全
盛
時
代
に
予
防
歯
科
を

選
ん
だ
薄
ら
馬
鹿
で
あ
る
。
進
路

を
ク
ラ
ス
仲
間
に
告
げ
た
時
、
彼

等
は
真
剣
に
私
を
諌
め
た
。「
人

生
を
捨
て
る
気
か
！
」
と
ま
で
言

わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
は
「
削
る
・
詰

め
る
」
か
ら
「
防
ぎ
・
守
る
」
時

代
へ
と
移
り
始
め
て
い
る
。
人
生

は
う
ま
く
出
来
て
い
る
気
が
す

る
。
卒
業
生
に
伝
え
よ
う
。
ど
の

道
を
選
ぶ
か
で
は
な
く
て
、
選
ん

だ
道
で
ど
う
生
き
る
か
が
大
事
だ

と
。
自
分
の
人
生
を
精
一
杯
生
き

る
こ
と
が
君
達
自
身
に
対
す
る
責

任
だ
。
楽
し
い
学
生
生
活
だ
っ
た

か
と
思
う
。
で
も
後
ろ
を
振
り
向

く
必
要
は
な
い
。
君
達
の
前
に
は

い
く
ら
で
も
道
が
あ
る
。
大
切
な

の
は
、
君
達
が
為
す
べ
き
こ
と
を

い
つ
も
自
分
に
問
い
か
け
て
い
る

こ
と
。
希
望
が
あ
る
と
こ
ろ
に
人

生
が
あ
る
。
君
達
の
や
り
た
い
こ

と
に
向
か
っ
て
い
け
。
失
敗
し
て

も
い
い
ん
だ
。
そ
う
、
人
生
に
は

続
き
が
あ
る
か
ら
。

　

い
い
話
に
な
り
そ
う
だ
。
最
後

の
く
だ
り
で
き
っ
と
鼻
水
が
出
る

と
思
っ
て
い
る
自
分
が
…
少
し
気

の
毒
だ
。
だ
っ
て
、
誰
も
真
剣
に

聞
い
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。

技
工
危
機
の
打
開
を

　

歯
科
技
工
士
養
成
機
関
へ

の
入
学
者
数
は
、
２
０
１
７

年
度
で
９
２
７
人
と
２
０
０

０
年
の
２
９
２
２
人
か
ら
３

分
の
１
に
激
減
し
た
。
入
学

者
減
に
よ
り
養
成
機
関
も
次

々
と
閉
鎖
に
追
い
や
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
技
工

士
の
労
働
の
問
題
が
あ
る
。

　

保
団
連
が
実
施
し
た
「
技

工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
２
０
１

６
」
で
は
、
回
答
し
た
技
工

士
の
３
人
に
１
人
が
週
81
時

間
以
上
の
長
時
間
労
働
が
常

態
化
し
て
お
り
、
半
数
以
上

が
可
処
分
所
得
３
０
０
万
円

未
満
と
い
う
厳
し
い
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
技
工
士
の
就
業
者

数
は
３
万
５
千
人
前
後
で
推

移
し
て
い
る
が
、
約
半
数
が

50
歳
以
上
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
将

来
的
に
技
工
物
の
安
定
供
給

が
難
し
く
な
る
と
と
も
に
質

と
安
全
性
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

技
工
問
題
改
善
に
向
け
、

低
す
ぎ
る
歯
科
診
療
報
酬
の

是
正
と
取
引
ル
ー
ル
の
明
確

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

※厚生労働省、文部科学省、全国歯科技工士教育協議会の資料より作成
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歯科技工士養成施設数と入学者数との推移

▷協会HPから申し込み
▷費用は３カ月で１万円 ※ 協会は情報提供

のみです。

毎月更新 大阪府歯科保険医協会

求人情報サイト

http://osk-net.org/job/

迅速・ていねい…迅速・ていねい… 労働保険事務組合労働保険事務組合
事務委託するメリット  
 事業所がハローワークや労働基準監督署に行って手続きする時間
や労力が省けます！
 割安な事務委託手数料でご利用いただけます！
 労働保険料を年３回に分割して納付できます！
 事業主や家族従事者も労災保険に特別加入することができます！

事務組合の事務委託手数料

労災保険のみ（労働者数に関わらず一律） 年額12,000円

労災保険＋雇用被保険者数（１～３人） 年額12,000円

労災保険＋雇用被保険者数（４～５人） 年額18,000円

労災保険＋雇用被保険者数（６人以上） 年額30,000円

医院の事務省力化・経費削減に！

お問い合わせは、大阪府歯科保険医協会／共済部　TEL 06－6568－7438まで


